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	今週の概要
	❖定点把握感染症報告状況（定点当たり患者報告数の上位５疾患）❖
	❖県内概況❖
	感染性胃腸炎が増加しています。ロタウイルスによる感染性胃腸炎の流行が続いているようです。ロタウイルスは、通常は乳児を中心に流行しますが、今年はこれまでに流行がなかった遺伝子型が流行しており、年長児や成人も感染しています。外来情報にも書かれているように、ワクチン接種済みの人も感染しているようです。ロタウイルスは感染力が強く、症状がよくなってからもしばらくは便中にウイルスが排出されます。便や嘔吐物を処理した後や食事の前には手洗いを十分にしてください。
	Ａ群溶連菌咽頭炎が、中和保健所西部地区（旧葛城保健所管内）で警報開始基準値「８」となっています。予防としては、患者との濃厚接触をさけることが最も重要で、うがい、手洗いなどの一般的な予防法が大切です。抗菌薬服用により感染力は無くなりますので、早めの受診を心がけてください。
	インフルエンザは、３週間連続で「１」を下回りましたので、流行は終息しているとみられます。
	✤小児科外来情報✤
	北部地区（矢追医院）
	気温の上昇とGW後で感染症はほとんどありません。溶連菌咽頭炎や伝染性紅班や流行性耳下腺炎などがみられる。手足口病が保育園児ででてきている。発疹は少なく、発熱は無い。
	中部地区（岡本内科こどもクリニック）
	外来数は全般に多くないが週明けなどはまだ多い。
	夏風邪パターンの感染症像となり、高熱とアデノ様、へルパンギーナ様咽頭所見例が増加。
	流行性耳下腺炎、水痘が流行中。幼児で帯状疱疹の水疱形成重度の経過例があり、病院紹介した例があった。
	感染性胃腸炎も持続、ノロ陽性例も見られる。ワクチン（ロタリックス）接種済みのロタ陽性の２才男児例から乳児（陽性）と母に感染した家族例があった。名古屋でもワクチン接種済発症例が多いとの情報があり収集・検証が必要。
	A群溶連菌感染症も僅かずつ持続。手足口病はまだなかった。
	南部地区（南奈良総合医療センター小児科）
	感染性胃腸炎が流行中。外来で2日続けて点滴する例や、家族内感染もみられる。
	アデノウィルス、溶連菌の陽性例も増加、ヘルパンギーナ等夏カゼの増加傾向がみられる。遷延する咳嗽例はアレルギーか感染症かの鑑別が困難な場合あり。
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